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I目的：　我々はイヌ前頭洞を使った１回法上顎洞底挙上術
実験を行ってきた．その結果、補填材がなくても，後から増
殖する新生骨造成量のピーク領域に HA インプラントを置
くことで良好なオッセオインテグレーシを示す新生骨が長
期残留することを観察した．また，昨年の本学会にて，こ
の結果を基に考案した概念で埋入したインプラント補綴が
実際の臨床でも耐ええることを報告した．今回は，All on 4
の術式に本術式を併用して６本のインプラントを埋入した
３症例について，本術式の概要と臨床的有用性を紹介する．
II 症例の概要：　症例 1；42歳，男性．170cm，71kg．平成
23年 7月 9日初診．主訴，上の歯が動揺して食事ができな
い．口腔内，左上２５７および右下７,左下４欠損．上顎の
残存歯は高度の歯周病で保存困難，上顎臼歯部の骨量も少
ないことから同年 11月 26日，上顎は残存歯抜歯，All on 4
と本術式を施し，同日，暫間上部構造を装着した．症例 2；
52歳，女性．163cm，48kg．平成 23年 1月 14日初診．主
訴，歯の動揺と義歯が合わない．口腔内，右上６７，左上
１より７，右下２５６，左下４７欠損，右下４７，左下６
インプラント．上顎残存歯は高度歯周病で保存困難，上顎
臼歯部骨量が少なかったことから同年 2月 27日上顎は残存
歯の抜歯，All on 4と本術式を施し，同日，暫間上部構造を
装着した．症例 3；41歳，男性．174cm，72Kg．平成 23年
10月３日初診．主訴，上の歯が動揺で満足に食事できない．
口腔内，右上７，左上６７．右下６４，左下６欠損，上顎
残存歯は高度歯周病で保存困難，上顎臼歯部の骨量が少な
いことから平成 23年 11月 26日，上顎は All on 4と本術式

を施し，同日，暫間上部構造を装着した．
III 考察および結論：　本術式による補填材なし１回法上顎
洞底挙上術は，術式も単純で骨補填材によるリスクが少な
く，骨量の少ない症例に適応されることの多い All on 4で
短所であった狭い anterior-posterior spreadを拡大し，長期的
に安定した咬合が期待される手法として，有用であると考
えられた．
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